
年  表  

出  来  事  

・平塚庭球協会として発足し、神奈川県軟式庭球連盟に加盟。   

平塚市及び中郡に所在する庭球団体を総括する地域協会となる。   

・創立当初の協会加盟団体は、中学・高校を含めて15団体で685名、社   

会人は5団体で178名であった。   

・平塚市体育協会が設立され、加盟協会となる。   

・市営大久保公園コート（2面）完成。   

・市営大久保公園コート閉鎖。   

・市営松風庭球場（11面）完成。   

・平塚市体育協会に新規登録の硬式テニス協会が認められることによ  

り、平塚軟式庭球協会と呼ぶこととなる。   

・市営松風庭球場にて、第7回関東選手権大会実施。   

・市営松風庭球場にて、全国実業団大会実施。   

・市営松風庭球場閉鎖。   

・平塚市営軟式庭球場（田村コート）10面完成。   

・高校は高体連扱いとなり、社会人団体のみとなる。   

・13回にわたり、平塚インドア全日本選抜軟式庭球大会を湘南クラブ  

と共催で見附台体育館において実施。   

・平塚軟式庭球協会 創立40周年誌「四十年誌」発行。   

・平塚市ソフトテニス協会となる。   

・協会加盟団体1Cl団体、210名。   

・平塚市ソフトテニス協会「六十周年記念誌」発行。  

昭22－9   

昭24－6  

～昭27   

昭30   

昭38－10  

昭31   

昭32  

～昭43   

昭45－8   

昭46   

昭49  

～昭61   

昭63－11－27   

平04－4－1   

平17－4－1   

平18－10  
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一針［－  

∠ 妄 〃 割 T   詳 召  出  ￥   カニ†狛訂   

≠ ∈ 〃 旦 二   幸  男 半  里   由91聖巨益   

≠ ∈ 〃 旦 二   ￥ 劃 挫 ヰ   お91野太   

∠1∈（7 コ1ユ∴琴   引■■■鰹  芸   お予l野太   

∠ ィ⊆ く7 年 〉 こ   朝 型 団   おCl野太   

11「輩 亜 竪 箪   的  寄  ヰ幸 ＼レ   包Zl野太   

坦 苔と 里 教 養   ￥  夏至 饗 宴   事Il等巨益   

∠一∈（フ ニ1ユ∴塾   ￥ ヨ‘ 解 獣   事6筆仁木   

≠ ∈ 〃 朝 日   劉  暫  手   事∠野太   

始 動 確 報＼「／   崩■■醒  ＝＝   事 9筆巨益   

∠ ∈ 〃 割 日   埋  饗 剖   お9野太   

∠ ∈ 〃 型 雅   筆 勢 崖   虫∵巨誉上表   

二 言1蔓 車 臼   V  畔暑いレ   包E野太   

始 動 確 執 叶   腐  ￥二   虫岩野走   

∠ ∈ 〃 単 雅   ぞ 耳 車 半   事些野太   

≠ ∈ 〃 塑 雅   躯 董 卓 某   事E9増加   

≠ ∈ 〃 型 雅   恥  川  端   事Z9増加   

≠ ∈ 〃 型 雅   跳  阜  ♯  オ   事19瑚蝕   

∠」∈ Jフ 壁旦 瑚   葦  卦 ＼レ   事09増加   

≠（；」ク＋萄 日   酋 」け ＼レ   包69増加   

≠」∈ ／フ 可‾ 蚕   ￥ V 埋  団   事89咄跳  

型 剖   事エ9増加   

∠（；一ク＋黎 日   Ⅶ 鼻 恕 害卓   事99地軸   

射 幸 葦  臼   旨 封 旦   事99地軸   

∠∴∈（7 コ1ユ∴琴   ￥ 耳 熊 襲   お研‖蛙銚  

劃 妻 過  帥   事E9増加   

≠ ∈ 〃 単 勝   堺  冒  叩  裾   虫Z9地軸   

≠」∈ Jプ 毒割 ∈   営 暫 T   事I9増加   

≠ 一∈ ／フ 壁ま 瑚   ￥ 零 ♯  蓑   事09咄別   

≠ ∈ 〃 割 日   苛 輩 叩 烈   力＝l叫＝‖   

≠ 一∈ Jフ 彗ま 瑚   業  ♯ 貰   事師咄別   

∠ ∈ 〃 割 日   印  ♯  日   カユ十舟刷   

≠ 一∈Jク 毒到 E   皆 割  □  叩   垂訓‖蛙銚  

渦  箪 劉 早   虫引‖蛙銚   

坦 現 世 顛 走   l   王：   茎   …   膏＝＝け拙   

≠ ∈ 〃 朝 日   ■川■■駁．  ＿   ！   お引‖蛙跳   

≠ ∈ 〃 朝 日   婚 封 百 子   お引‖蛙別   

皆 剥 園   屋二 雲碧：￥   者  事   

（待宰零箇）鼻音春夏崖壇衝囁   



松風コート時代の思い出  

平塚市ソフトテニス協会  

参 与 高  橋  哲   

私がソフトテニスを始めた昭和29年、大久保公園のコートと平塚農業高校のコート  

で市内の試合が行われていたことを記憶しています。その頃、高校一年生だったせい  

か、他校の三年生の体格の良さ、プレーの力強さに脅威を感じたものであります。   

学校への通学は下駄を履いての通学でした。したがって、学校での練習は素足であ  

りまして、雨上がりの時の練習は滑ってしまうし、コートがグシヤグシヤになって大  

変でした。現在もそうですが、練習は整理から始まり、コート整理で終わります。ひ  

とつ違うのはライン引きです。コートのラインは石灰を水で溶いて、刷毛でラインを  

引きました。これは本当に難儀な作業でした。このような環境でテニスを始めたので  

皆で相談し、練習でもテニスシューズを用意して使用したのを思い出します。さらに、  

テニスをするにあたってのマナーやルールについては、先輩やそして協会の人達から  

強制的でなく、ごく自然な形で身に付けさせて頂いたことに、今あらためて感謝して  

いる次第です。   

昭和30年になると、協会の働きかけにより、市営の松風庭球場がほぼ完成し、協会  

の事業内容も増加し、競技人口も多くなり、競技力も向上し、平塚ソフトテニス界の  

最盛期を迎えることになります。特に先輩たちがテニスを好きにさせてくれました。  

試合終了後、所属クラブに関係なく気軽に声をかけて頂き、練習の相手をしてくれた  

事です。テニスコートに出かけるのが楽しみでした。皆さん本当にテニスの好きな人  

達ばかりだったのでしょう。今の心境は若い時代に戻りたいという気持ちで一杯です。   

最後になりますが、故藤本市郎氏、  

放鳥海秀次氏には、長年にわたり、  

若者達の相手をして頂き、細々と試  

合のかけ引きや、基本をご指導頂き  

ました。さらに故笠井栄氏には、松  

風庭球場の管理、親しみやすい、使  

いやすいテニスコートとして我々愛  

好者に提供して下さった事に深く感  

謝をしご冥福をお祈り申し上げます。  

● サ  

・、㌦  

市営松風庭球場（風景）   
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＿卜壬lドⅣ榊二卑■r再rl即し  

＝壬」∠∧主宰阜よ年彬隼9一軍雄二 ○苛1芋雲削ユ1筆耕＝個担α笛蚕皆、与留α寄倒  
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○＿良  
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劉日 ○苛1芸1由磁＝1Y二王」乙∧、￥摺1等Y＝う（由尉09垂加）∠∈〃朝日苛⊂封  
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会  い  

平塚市ソフトテニス協会  

参  与 相 原 孝 博  

（軟式庭球との出会い）   

春日野中学校中庭のテニスコート2面に溢れんばかりの男女部員が一生懸命、楽し  

そうに練習に励んでいました。すぐ入部し、その一員になれた喜びがありましたが、  

今軟式庭球部に入部した理由は思い出せない。それはさておき、すぐ親にねだり買っ  

てもらったラケットは、フレームの板が7層ある木製で、メーカーは“森田” と記憶  

しています。親に感謝し、勉強より練習に励んだものです。   

中2の時、厳しさと親身で温かさのある松本先生の指導を受け、私はさらにテニス  

にのめりこみました。ある時職員室に呼ばれ、「どうだ、自分でガットを張らないか」  

と、張り方を教えてもらいました。今日まで自分で弓長れるのも、先生のお陰です。ま  

た、他中学校の友達も増えてきたある時、大磯中の友達の誘いを受け自転車で大磯中  

学校まで出かけ、練習に参加させてもらいました。この時高校から高校教師になった  

後までお付き合いさせていただくことになった、パワフルなテニスと笑顔のある磯田  

先生と出会いました。  

（高校時代の出会い）   

高校に入学した年、初の合宿がありました。諸先輩から厳しい指導を受けましたが、  

その中で特に印象に残ったのは、体にハンディがあるにもかかわらず、ハンディを感  

じさせない技術と情熱を持った福島先輩でした。私にとってテニス以外でも大きな影  

響を与えてくださった方でした。また、昭和34年4月当時の皇太子殿下（現天皇陛下）  

のご成婚があり、その影響からか入部希望者が殺到し、コート（男女各1面）や松林  

の中での練習など苦労した日々でした。高校時代の県大会は地域予選がなく、約450  

組が今では懐かしい松風コートで行われました。  

（平塚庭球協会との出会い）－こゆるぎクラブ一   

大磯高校OB会として「こゆるぎクラブ」がありましたが、活動が停滞していたた  

め、当時の会長であった福島様の了解の上、新たな「こゆるぎクラブ」を立ち上げ、  

－16－   
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0上等よ1Tl由等視二蔓哲諾こひ身晋ひ寄倒苧⊂⊂切掛セて軍書の量  
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昔 の  

平塚市ソフトテニス協会  

副会長 笠 井  栄  

l   

ソフトテニスを始めて53年になります。きっかけは、父が大久保公園コートに練習   

に行くのに連れて行かれたのが始まりで、以来父のラケットをもらい一緒に練習し、   

中学では市地区大会3位、選手権大会2位になりました。またコートは自分達で掘り   

起こし、ローラーをかけラインは石灰を溶かし真っ直ぐに引けて一人前と言われまし   

た。高校では1年の時、市民大会3位、県定通大会優勝、県初のインドア大会（見附   

台体育館）では第4シードで5位に、一般では平商OBで、昭和35年に松風クラブを   

結成し協会登録しました。昭和42年に（故）笠井栄、笠井達夫と湘南クラブを造り、   

関東大会に笠井達夫選手と成年代表、木本正之選手と壮年代表、協会40周年記念の年   

に、県総体で理事長、監督、壮年選手の3役で参加し、優勝出来た事が思い出として   

残っています。   

一方役員としては、昭和42年26才の時理事になり、昭和46年に協会創設の長老遠から   

若手に引き継がれ、高橋，柏木理事長から昭和54年理事長に就任しました。笠井達夫、   

土屋副理事長と共に、平成12年まで22年間務め、その間県連監事、理事、副理事長を   

28年間、体協理事、副理事長、副会長を26年間と現在も務め、平成14年に県体育功労   

者表彰されました。これもすでに亡くなられた河野謙三、磯村名男、藤本市郎、鳥海   

秀次、笠井栄の5人の歴代会長の下にご指導いただいたお陰と感謝しています。今後、   

先輩に教えられた様に、若手の力になるよう努力はしていきたい。  

忘れられない事は、昭和49年～62年の13回、日本を代表する選手を選抜し、平塚イ   

ンドア全日本選抜軟式大会を協会、湘南クラブ主催で見付台体育館において開催出来  
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平塚市ソフトテニス協会60周年によせて  

平塚市ソフトテニス協会   

副会長 土  屋   

平塚庭球協会、平塚軟式庭球協会、平塚市ソフトテニス協会と時代にあわせ名称の  

変遷はありましたが、おかげさまで60年という人間に例えれば還暦にあたるおめでた  

い節目を迎えることができました。   

これは、設立当時より御苦労された協会役員、ならびに諸先輩の皆様のご尽力の賜  

であるとまず、感謝の意を表したいと思います。   

思い起こせば、平塚のテニスコートと言えば昭和33年～昭和44年まであった松風  

コートでした。現在のソフトテニス愛好者のかなりの人の青春時代には、一度や二度  

はプレーされた事があると思います。その松風コートが最後になる昭和44年に県民総  

体において、平塚市が初優勝することができました。長年お世話になった松風コート  

に対し最後に少しでも恩返しができたのかと思い出されます。そして翌年、現在の田  

村コートが完成しました。記念事業として国体関東地区予選会を開催いたしました。  

県代表として平塚市から臼井・脇田組（白陵クラブ）が出場し、見事本大会（岩手国  

体）に駒を進めました。さらに、この年には県民総体において平塚市が、昨年に続き  

2連覇を果たす事ができました。田村コートが完成して最初の年に好成績が収められ  

たことは、ついこの間のように思い出されます。田村コートをこれからも可愛がって  

いただき、楽しくプレーするコートであり続けるよう願っています。   

今後、少子高齢化等によるスポーツ人口の減少の懸念はありますが、生涯スポーツ  

として高齢化にふさわしいスポーツはソフトテニスが最適です、ソフトテニス愛好者  

が増え当協会、県連盟が益々発展するよう微力ながら協力していきたいと思います。   

終わりに、本記念誌の発行にあたり60周年準備委員の皆様の多大なご協力に感謝い  

たします。  
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